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令和 2年度 第 1 回博物館懇談会 

 

日 時 令和 2年 11月 12日（木）17時～18時 30分 

場 所 野田市郷土博物館 1階展示室、野田市市民会館 松・竹・梅の間 

出席者 懇談会委員・飯野きみ子、小川恵美、沼野秀樹、横川しげ子、米川幸克。郷土博物

館・杉山一男、柏女弘道、寺内健太郎、奥村麻由美、黒田千尋（書記）。 

 

1. 企画展「令和 2年度 野田に生きた人々 その生活と文化」について 

○展示見学・説明 

奥村学芸員より展示解説を行った（議事録省略）。その後、市民会館 松・竹・梅の間に

会場を移し、補足説明と意見交換を行った。 

○補足説明及び意見交換 

奥村 本来だと時期的には夏休みという事で子どもをターゲットに考えていたものもあっ

たが、その時期もずれてしまって、（新型コロナ対策のため）ハンズオン展示もダメという

事で、なかなか苦しんだところもあった。不特定多数の者が集まる活動を自粛するという事

でギャラリートークもできなくなり、チラシのほうも寂しいことになってしまった。あまり

そういう告知を打てなかったところはあったが、近所の方が「博物館でも行くか」という事

で、見学に来てくださった。あとは運良くドラマや「じゅん散歩」の影響で少し来館者が増

えてくれた。 

人数としては 9 月に展示が始まってからが今年 1,391 人、これが去年だと 1,522 人だっ

た。10 月の入館者が 1,559 人、去年は 1,904 人という事で、言うほどの大差ではないのか

なというところまで戻っているのかなと思う。前年は 9 月まで市民の文化活動報告展があ

って、10 月から特別展の「郷土史へのまなざし」が始まって、ということなので一概に比

較できるものではないが。 

ただ団体の受け入れが、人数が多すぎるとできないところもある。9月はそれほど変わっ

ていないが、10月は今年が 3団体で 32名、去年だとこの時期は 10団体で 312人来ている

ことになる。去年は（特別展の）オープニングレセプションや、柏市の小学校が来てくれた

のでカウントが大きかった。柏市の小学校に関しては今年も見学の打診があったが、人数の

関係で、相談の末に今年は見送ることになってしまった。今は、博物館に一度に入るのを 20

人くらいにして下さいとお願いしている。そのため、大人数で見学していただくことができ

なかった。ただ、中央小学校などはグループ学習という形で、少人数のグループを作って来

てくれている。 

 アンケートに関しては、今回はボランティアさんがいないので勧めてくれる人がおらず、

（回収枚数は）多くはないが現在 32枚集まっているなかで、31枚は「大変よかった」「ま

ずまずよかった」に入れてくれている。またご意見要望のところに書いてくれる方が多い。

その中に展示でよかったところ、今後こういうのが見たいという意見を書いてくれている
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方がいる。一方で、ボランティアさんもいないので、すごくシンとしていて館内が静かです

ねという意見も。寂しいというニュアンスもあると思うが、静かですねというご意見がちら

ほらあったかなという印象。以上が企画展の概要。 

杉山 関連で付け加えると、（展示されていた）猫の妙術、『田舎荘子』をご覧いただいたか

と。これは昨年度、「猫の妙術杯」という剣道大会が春風館道場の関係者を含めて関宿体育

館で開催され、今年も引き続き剣道大会を行おうとしたが、コロナで剣道がなかなかできな

いという事になり、2月に講演会をやることになったそうだ。博物館としてはそれに協力す

るということで準備を進めている。警視庁の逮捕術の中で『田舎荘子』の「猫の妙術」が使

われているらしい。要は武道の心得を学ぶための教本として使われている。その世界では有

名な本らしい。 

それでは、展示を見ていただいたご感想を頂戴したい。 

委員 考古学のやつは例年通りということで。関宿藩に関しては、人気のある時代、幕末と

かその辺に話が寄っているので、有名な人に野田の人間がかかわっていたという事で、子ど

もたちが関心を持ってくれるとよい。野田に対して郷土愛、とまではいかないが、野田にも

こういう人いたんだなとか。そういうのをきっかけに、逆にもっと幕末だけじゃなくて戦国

時代とか、なんとなく受けのいいわかりやすい時代にも関心をもっていくのではないかな

と思う。その時代の資料があれば、やってもらえるとみんな関心を持ってくれるのかなと思

う。 

委員 いつもこの野田の生活、文化、新収蔵品の企画は絞りづらくてやりづらいという話を

聞くが、確かに漠然としすぎて広がり過ぎて…という部分があって。でも、非常にどんどん

分かりやすくなってきている。最初のころは「なんだかな」と思うような、漠然とし過ぎた

のが多かったが。木の実をすりつぶす道具の脇にすり鉢を置いたりだとか、ああいうのがや

っぱり小学生とかだと対比して、よくわかると思う。ただ、みんなああいうのにしてしまう

とレベルが落ちすぎてしまい、大人の人が見てても「なんだかな」というのになってしまう

かと思うが。もうちょっとあのような子どもたちのキャッチのいいやつを増やしていけば

当然よくなる。逆に関宿の話になると子どもたちは全然ついてこられなくなると思うが。さ

っき前の委員が言ったように、幕末とか歴史的に人気のある時代のところはスポットのあ

て様でいろいろできるかと。すぐには繋がらないと思うが。もうちょっとそういう焦点のあ

てるところを（工夫して）。最初企画で立ち上げる時にそこまで広げるのは難しいと思うが。

私が（懇談会委員として）来始めたころよりはずいぶん分かりやすくなった。 

委員 大変パネルがわかりやすいというのが、まず思った。言葉づかいとか。あと防犯カメ

ラの表示もさりげなくて良いなというのを感じた。先ほどご意見あったが、すり鉢・蒸し器・

急須など、現在使われているものとの比較も分かりやすい。 

あと今回は最後の（厄病払いの）絵馬の展示が印象に残った。今はコロナで暗い、そうい

うものに繋がる解説があっても、非常にインパクトがあってよいと思う。あと美術品は綺麗

で良い。絵もすごく「ああすばらしいな」と思った。ぜひああいった美しいものをたくさん
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並べてもらえると。歴史は必ずしも得意でなくても、純粋に「ああ美しい」と思えると年齢

問わず楽しめると思う。 

委員 関宿城博物館のほうで、治水や水上交通などかなり力を入れているので、こちらでも

やるのはどうなのかなという部分もあるが。昨年（台風の時に）、生まれて初めて避難をし

た。明け方４時ごろ、全員避難してください、すぐに避難してくださいとのことで。その時

は江戸川が危ない、それから利根川の目吹のほうが切れてしまうという情報だった。こうい

う事で関宿だけじゃなくて、知ることも大事なことなのかな。私は野田市は治水の面では全

く危険はないという認識を持っていた。私はもともと関宿の生まれなのでそういうものは

昔の人から聞いていろいろ知っていたけれども。そういう面でも、いろいろ先人たちの苦労

を重ねて今があるというのが分かると良い。それから、疫病のすてきな絵馬。コロナで大変

な状況だけれども、こういった疫病とかっていうのは昔も大変なことだったんだなという

のが、あれを見て、非常にインパクトのある展示だったなと思う。 

あと大杉様についても、お祭りでしか大杉神社というものを知らなかったが、疫病とか、

そういうのを無くすために祈りをささげていたというのがわかり、改めて勉強させて頂い

た。全体の展示が非常にわかりやすく、そして惹きつけるものがあった。 

それと、何人か仰っていたが、（土器などが）何の目的の道具か、誰かが説明をしなくて

も見てわかる展示、全部が全部だと考える力が無くなってしまうと思うが。効果的に展示さ

れていたように思う。それからこれも出ていたが、絵を見た時に、こんなすてきな絵がこの

野田市の中の、今までの生きてきた人のなかで…、本当に良いものを見せていただいたとい

う感じ。どんなふうに描かれたのかなとか…あれは絵具？ 

奥村 はい、彩色。おそらくオーダーを受けて描いたのだと思う。また現物も展示できたら

と思う。 

委員 皆さん全部出たような気もするのですが。現代のものとの比較、対比がすごくよかっ

た。今まで何となく見ていた道具がこうやって使うものですよ、というのが見てすぐわかる。

パネルなどで説明されていたものが、お子さんでも分かるだろうし、私もなるほどと思った。

あとは最後の疫病のところ。絵をいくつか出していたが、今回の、できればアマビエもある

ともっと良かったかと思う。今進行中だしね。 

杉山 貴重なご意見をありがとうございました。次回の展示の参考にさせていただきたい。 

 

2. コロナ禍における郷土博物館・市民会館の利用状況 

杉山 まず、昨年度に引き続き臨時休館という状況下で本年度が開始。6 月 7 日まで博物

館・市民会館が臨時休館。そのあと開館したが 6月 18日まで目的によっては市民会館の利

用制限が続いた。例えば歌を歌う、詩吟をする、要は発声をするものについて、貸出しはし

ないということ。それから市外の利用者に関しては博物館・市民会館ともにお断りするよう

な状況が 6 月 18 日まで続いた。19 日から市外の方の利用制限は撤廃、引き続き月末まで

目的による利用制限が続いた。 
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7月 1日から目的による利用制限は解除されたが、定数制限については今でも継続中。定

数制限とは、今まで部屋に利用人数の制限は設けていなかったが、例えばこの部屋だと 13

人という状況での貸し出しにしている。距離を取ってやっていただくということ。資料に部

屋の定数が書かれているが、だいたい 2 畳に 1 人という状況にしているので、使い勝手が

悪くなっている。一番狭い柳の間では 2 人しか入らないような状況。ですからいろんな制

限も利用状況に出てきているというところ。 

それから博物館については 8月、9月はだいぶ持ち直して、昨年並み、と言っても良いか。

企画の違いとか天候の違いとかいろんな状況はあるが。ほぼ昨年並みに持ち直した感じが

する。7月あたりはまだ市外の方とかいろんな影響があったのかなという感じはするが。 

市民会館については、8月 9月の状況を去年に比べてみると利用団体が 6～7割減ってい

る。一つは部屋の定数が利用制限があるため、大人数の団体が利用できない。それから飲食

を主たる目的とするものはお断りしている状況。だから今まで宴会など行っていた団体も

あるが、それについてはお断りするような状況もでている。そういった団体が利用を忌避す

るようになったか。 

さらに１日あたりの利用団体数についても、6～7 割に減衰している。団体の中の内訳を

みても令和元年度 8月は利用者数は 982人いたのが今年度 8月は利用者数 503人、ほぼ半

減している。それぞれの団体の中で、必ずしも全員が参加できないような状況も出てきてい

るのかも。そういった中で、最終的には市民会館については団体数・利用者数とも減らして

いる状況。今現在も利用制限を掛けた中で利用していただいている。さらに言えばこの冬第

三波の話も出てきている。換気もしていただかないといけない状況ではかかなり難しい局

面なのかなという感じはしている。 

また博物館についても第三波が来たという場合に、昨年と同様に臨時休館も可能性とし

ては否定できないという考え。それこそ分からないが。ただ、感染者は増えており、寒くな

る、より乾燥化がすすむなどの状況のなかで、予断を許さないが。こちらとしては与えられ

た条件の中で万全を期して開館していきたいと思っている。市の方針に従いながら運営し

ていく。 

こんな状況の中でいま運営しているということでご理解いただけたら。当たり前のこと

だがマスクしてもらう、消毒液を配置し、換気、利用し終わったあと消毒してもらっている。

そういった中で博物館事業についても影響が出ている。密集するような講座、例えば寺子屋

などはこの部屋を使っていたが、昨年度から中止している状況。この部屋で、13 人しか入

れないような状況下でスタッフも入れてと考えると非常に効率が悪い。ミュージアムコン

サートや山中直治コンサートも博物館の展示室で行っていたが、歌の場合はマスクを外し

て発声するし、場所が狭いのでなかなかできない。博物館あるいは市民会館をつかってやる

集会事業についてはかなり影響が出ている。 

もう一つ言えば年間 4 回の展示回数も減っている。休館が長引いたことから 4 回から 3

回に減った。そんなところがコロナの影響を受けているところ。 
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また、もの知りしょうゆ館が休館を継続しているので団体で来館する人が減っている。一

時期落ちたところも、じゅん散歩とかドラマの撮影現場になった影響で来館者は増えたが、

なかなか今までみたいに、もの知りしょうゆ館を含めて市内をまわるような団体客は減っ

ている。 

…というのが、博物館市民会館を取り巻く状況。これについてご質問ご意見あれば。 

委員 意見というか、情報というか。もの知りしょうゆ館は工事を終えて、本当だったら 10

月 1 日から見学を始めるつもりだったらしい。ただ他所がどこもやっていないという状況

で二の足を踏んでいるというような話は聞いていた。そのなかで博物館にこれだけ人が来

てくれるというのはやっぱりいいことだと思う。もの知りしょうゆ館がやっていないと、野

田がひとまず（旅行の）行先から外れるらしい。もの知りしょうゆ館が無くても野田に行こ

うと思ってくれる人は非常に少ないらしい。その中でこれだけの数字を出しているのはす

ごい。これだけやっていれば非常に頑張っていると思う。本当はこっちだけで変わらずこれ

だけの人を呼べると良いが。清水公園が Go To トラベルに関わってくれればよかったが、

申請していないらしい。だから野田に観光客というか集客力がない。そのなかでこの数字と

いうことは本当に見たくて来てくれているということ。 

杉山 市外への発信は本当に、非常に難しいところ。この後どうなるか。ひとつはネット上

でいろいろやらないといけないかと相談しているところ。以前にもお伝えしたが、もの知り

しょうゆ館や茂木本家美術館、上花輪歴史館らとマップづくりをしているが、もの知りしょ

うゆ館が休館しているし時期が悪いということでストップしている。しょうゆ館が開館し

て、ある程度のことが見込めるようになったら、マップを発行すると同時にネットにあげて、

スマホアプリでも写真を見られるようにしたいと考えている。 

 

3. その他 

○次回の展示について 

柏女 （図録の案とチラシの案を回覧）コロナの関係もあって、今年は展示が 3回になった

ということで、例年秋にやっている特別展が１月開始となる。昭和 30～40年代のまちなか

や生活の写真を集めてそれを展示する。いま図録の案とチラシの案を回覧しているが、「ま

ちの記憶―写真でたどる野田・関宿の昭和 30～40年代―」ということでやろうと思ってい

る。 

もともと企画を立て始めたときは、コロナの前で、東京オリンピックも開催される予定だ

った。前回の東京オリンピックのあった昭和 39年に合わせて、その頃の野田はどんなだっ

たのか、市民の方に思い出してもらって、写真を出してもらおうかというような形で始めた

が、そのあと（写真を）集める前にコロナになって、オリンピックも延期になった。なかな

か広く市民の方から集めるというのはできなかったが、20 数名の方からから提供いただい

たのと、あとは野田市の広報、市史編さん、博物館で持っている写真がたくさんあったので、

それを含めて全部で図録の方が 900 枚くらいの写真が集まったので、それを使って展示を



6 

 

行っていく。 

30～40 年代だと関宿はまだ合併していないので、タイトルのほうも「野田・関宿」と併

記して両方を出せたらなと思っている。どうしても関宿の写真は少ないが、それでもやっぱ

り両方出せたらなという事でやっている。 

あとは 30～40 年代だと野田はかなり橋がいっぱい架かっている。芽吹大橋が 33 年に架

かったり、宝珠花橋が 33 年に架かったり、関宿のほうが 39 年に橋が架かったり、かなり

橋が架かって車社会が到来して、まちなかにはスーパーが出来て、45 年にはヨーカ堂が出

来て、町中がかなり変貌してくるような時期。あとは高度経済成長でライフスタイルが変わ

ってくるということで、そういうものの写真を今のうちに集めて、それで一度記録として出

しておこうということで。30年前に野田市で『遠ざかる風景』という写真集を出している。

明治大正それから昭和の戦前くらいまでの写真を集めた写真集で、200頁くらいのもの。今

回はそのあとに続くものという位置づけになるかと思う。もう 50～60年前なので、お話を

聞けるような人たちも正直いうと少なくなってきている。一度それを集めてそして展示を

していこうかなということで企画して、今準備をしている。チラシや図録が出来たらまた送

らせていただく。 

杉山 一応、この写真展で今年度の展示はすべて終る。来年度はまた状況を見ながらいろい

ろ始めることになると。本当にこのコロナだけ何とかなってほしい。 

委員 仕分けも大変でしたね。 

委員 約３ヶ月間？ 

杉山 そうですね。1～3月の終わりまで。 

委員 集めるの大変でしたね。 

柏女 あと野田市のほうでいっぱいフィルムが残っているのもあったが、何の写真か書い

てないものがあって、一枚一枚「これは何だろう」と昔の市報などとつきあわせながら確認

した。あとは展示をやる中で、「これならうちにもあったよ」という情報が集まると嬉しい。

展示をして終わりではなく、これをきっかけにしてさらに情報・写真を集めることができれ

ば。 

○修繕関係 

杉山 まだ時間が少しあるので修繕関係について。茶室の雨漏りが進行していたので、茶室

の屋根を直してもらえることになった。そのため茶室の貸出を停止している。３月中には竣

工出来る予定になっている。竣工記念で何かできたらよい。コロナの中では定員があるので、

こちら（市民会館）でやることになると思う。どういう形でやることになるかは分からない

が、一堂に会することはできなくても、せっかく綺麗になるなら皆様にお披露目したいなと

考えている。 

本日は寒い中ありがとうございました。 

 


